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この機関紙は障がいのある人、ない人が自由に考えを出し合い、主義・主張を越えて、お互い

を理解し合う中から共に生きる豊かな社会を作っていくことを目的として発行しています。
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※お出かけ企画 検証・富山市路面電車、環状線乗車体験

・企画の経緯、環状化とは ２

・新しくなりつつあるＪＲ富山駅 ３

４・環状線に乗車・新富町電停

５・さあ、電車に乗車

無事に電車へ乗車 ６・

グランドプラザ前で乗り換え ６・

・車窓から見る荒町電停 ７

・地鉄ビル前で下車 ８

・取材報告の参考資料 ９

※第55回石川県身体障害者社会福祉大会

・記念講演「地域で生活したい！」Ⅱ

10講師：平井 誠一氏

・自立生活体験室の紹介 11

※マイ・ブックスルーム

15・恋に導かれた観光再生

※地域のホットなニュース

松元聖子さん講演＆伸之介さんの似顔絵描き 16・
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【企画の経緯】

今回の企画は前号までの「ライトレールで

行く富山市岩瀬浜」から引き続いております。

前号の「岩瀬浜散策」の記事を作成するた

め、もう一度ライトレールに乗車して岩瀬浜

へ行こうと思い、自立生活支援センター富山

(以下、支援センター)に相談をしました。

相談の結果、岩瀬浜へ行って取材しても得

られるものがないので、現在、支援センター

が取り組んでいる「富山市路面電車セントラ

ム」に乗って、体験報告をした方が良いので

は？」という助言をいただき、さっそく取材

を行いました。

【目的】

①路面電車セントラムが環状化されたこと

によって、障がい者が利用しやすくなってい

るかを体験し、確かめて報告する。

②車いすの人たちが利用しやすい公共交通

機関、街づくりについて考えるきっかけにす

る。

セントラムの新型車両・JR富山駅前

【環状化とは？】

「環」とは「一回りする」という意味で、

「環状線」とは市内を一回りしてに走る電車

・バスなどの路線のことを言います。

富山駅前→丸の内→大手モール→荒町→富

山駅前の約 3.5kmを反時計回りで環状運転さ

れ、環状線用車両の愛称も一般公募によって

募集され、選考の結果「セントラム」という

名称に決まりました。2009年11月に白・銀・

黒の車両が南富山車両基地に納入され、12月

23日から営業運行が始まりました。

2010年５月25日(火)【取材の日程】

【取材者】

｢HSK季刊わたぼうし｣編集者・桶屋 善一

【取材協力】

「自立生活支援センター富山」職員２名
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今回は以前の富山駅とは違い、新幹線が出

来るまでの仮のホームに降りたことでした。

北陸新幹線の開業に合わせ、駅舎の改築工

事が始まったようです。「北回り新幹線」と

言われた時代から40年余り経って、北陸に新

幹線が走る日が現実になりつつあるようです。

改札口

発車電車の時刻案内

この改札口を通ってホームへ

この改札口は以前の古い駅舎とは、位置も

広さも変わっていなかったので、違和感なく

通り抜けが出来ました。

広く美しいトイレですが、私にとっては少

し便座が低いように思います。

自動券売機で切符の購入



- 4 -

通巻2997号 ＨＳＫ(季刊わたぼうしNo.86'10秋･'11冬合併) 2011年１月20日発行 第三種郵便物承認

～富山地方鉄道・地鉄市内環状線～

上の２枚は新富町電停のホームです。見て

わかるように狭いホームでした。ホームの幅

は120Cm。この電停はまだ広く荒町、西町の電

停は90Cm以下の広さしかありません。

新富町電停ホーム

新富町電停ホームのスロープ

ご覧のようにホームがとても狭い電停です。

(図面表提供:自立生活支援センター富山)

新
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これから新富町電停で電車に乗車しますが、

この電停はホームと電車の段差が高いので乗

車するのに苦労しました。乗務員、お客さん

たちに手伝ってもらって乗車が出来ました。

順を追って見て行きます。

②ホームと電車の段差 約15Cm

①乗務員と介助者

③車体とホームの隙間に脱輪

④３人で持って電車に乗せています。

⑥電車に乗車が出来ました。

⑤前輪を持ち上げて乗せます。
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無事に乗車が出来ましたが、とても怖い思

いをしました。助けて下さった皆さんに感謝

します。ありがとうございました。

電車の車内ですが、車いす専用席が一席あ

り、車内の停留所の案内もライトレールと同

じデザインになっています。

車
い
す
専
用
席
が
一
席
あ
り
ま
す
。

セントラムの車内

この停留所は比較的新しくバリアフリーに

なっており、段差もなく、ホームが広くて車

いすの乗降が可能です。

ここで電車を乗り換えて、乗り降りが困難

な停留所で降りてみました。

グランドプラザ前のホーム

ホームとの段差はあまりない。

床に設置の車いすマーク
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グランドプラザ前で乗り換え、地鉄ビル前

に向かう車内で、最もホームが狭い電停「荒

町」を紹介されました。

このホームの幅は、車いす利用者の単独乗

車はとても危険です。

環状線を取材したニュース番組のＤＶＤを

見ましたが、取材された富山市は「ホームを

広くすると車道が狭くなり、歩行者も車両に

も利用しやすい環境を目指したい」と語って

おり、車いすや高齢者のバリアフリーの対応

に苦慮しているようです。

(図面表提供:自立生活支援センター富山)

荒町電停の調査図面表(改修前)



- 8 -

通巻2997号 ＨＳＫ(季刊わたぼうしNo.86'10秋･'11冬合併) 2011年１月20日発行 第三種郵便物承認

乗車体験の最後の停留所です。この停留所

は段差もなくスムーズに乗降が出来ました。

しかし、ホームの幅が狭く、運転を誤ると脱

輪の危険があります。

段差もなくスムーズの電停。幅18Cm

無事に降りられました。

この地鉄ビル前は、代わりの電車が通過す

るときは怖いので、静かに通過するのを待つ

だけでした。本当にホームの幅を広げていた

だけることを願います。その後、支援センタ

ーに帰って報告と反省を行いました。

代わりの電車が入る。間が狭く怖い。

電車が通過後、狭いスロープ

〈資料、図面提供:自立生活支援センター富山〉

地下鉄ビル前電停の調査図面表(改修前)
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取材者使用「電動車いす見取り図」(株式会社「今仙技術研究所」HPより掲載許可済)

〈上の図面は改修前のものです。資料提供:自立生活支援センター富山〉

環状線乗車体験の編集を終えて
環状線乗車体験を行ったときは、何も理解

せずに終わってしまいましたが、体験を思い

出し、ネットなどで調べて自分なりに問題を

把握して紙面にしてみました。

新しく車両が導入される割には、道路と環

状線の線路、ホームなどの設備環境の整備が

立ち遅れているように思います。ホームと車

両の段差、ホームの広さは乗車体験して安全

・弱者への配慮が欠けているように思えます。

大きな事故が起こってから対策を考えるので

はなく、計画の段階から利用する当事者を交

えて意見を取り入れ、障がい者・高齢者など

の要援護者が利用しやすい電車にして欲しい

と思います。

この体験を生かし、昨年４月より七尾市の

コミュニティバス「ぐるっと７」の停留所と

地域のつながりの取材に取り組んでおります。

最後に、取材にご協力いただいた自立生活

支援センター富山に厚くお礼を申し上げます。
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－生活､就職､結婚､趣味､自分のしたいことⅡ－

・主 催：石川県身体障害者団体連合会

・日 時：2009年11月15日(日)

・場 所：コスモアイル羽咋

NPO法人自立生活支援センター富山・講 師：

理事長 (ひらい せいいち)平井 誠一

講師の経歴等は講演内容を参考にして下さい。

～以下は前号からの続き～↓

・地域生活に向けた支援

僕らは一人暮らしをしたい障がい者の人た

ちには「人を支援する」と一応言いますが、

「人を支援する」とは何なのか？と言われれ

ば、僕らの支援センターでは自立生活体験室

を持っています。

地域で生活をしたい人は、自立生活体験室

を使ってもらって、自分で生活体験をしても

らうということしています。自分である程度

自信をつけてもらってから、それが親に対し

て、家族に対して言える言葉として出てくる

ものもあります。その一方で自立生活体験を

している場を親なり、家族に見ていただいて

「そういう感じで生活をしていくのですよ」

ということを、見てもらう中で、家族なり親

の方が納得されて「出ても良いよ」と言われ

る方もおられます。そういう中で重度の方が

写真提供：自立生活支援センター富山

地域で一人暮らしを始めて行きます。

もう一つは、これは今のいろんな制度が出

来てくるなかで、「弊害」と言ったら良いで

すかね。「弊害」ですね。僕らからしたら

「弊害」なものなのですけれども。実は支援

費制度、障害者自立支援法が出来るなかで

「介護がお金」になるということがあります。

制度的にもなってしまったなかで、これが逆

の効果を生んでしまった面があります。つま

り、ヘルパー事業所からすると「障がい者は

お金になる」ということで、施設から出たい

障がい者を丸抱えにするケースがありました。

丸抱え、一人を丸抱えにすると1ヶ月にいく

ら入るかと言いますと、多い人で一人の障が

い者を丸抱えすると50万円の収入がヘルパー

事業所に入ってきます。これを利用する障が

い者側に何が起こるかと言いますと、確かに

地域生活は実現できるのですが、今、行政と

か担当のヘルパー事業所からこちらに相談が

来て、今、関わっているところですが、丸抱

えにされると１ヶ月いくらで生活しているの

か、行政に対してどういう書類を出していけ

ばよいのかということを障がい者側が考えて

おらず、それが今、生活に困る状態になって

来てしまっています。

やはり、地域生活を行うという意味では、

障がい者側にもいろんなことを身につけてい

く必要があるし、障がい者側も責任を持って

地域の中で生活していかないといけない、と

いうことを身に付けていってもらう必要があ

るのではないかということを感じています。

ヘルパー事業所が儲かるからといって、丸

抱えして生活の全部を管理していくのも、そ

れは将来的に言えば、そのヘルパー事業所が














